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令和２年度第１回五本松交流拠点施設整備事業審議会議事録 

日  時 
令和 2年 10月 29日（木） 

13時 30分～15時 15分 
場  所 

三股町役場 3階 

議会全員協議会室 

出 席 者 

【委員】渡邊知昌氏、西山繁敏氏、廣瀬吉弘氏、森秋生氏、原口耕司

氏、杉本弘文氏、細山田三保子氏、黒木哲也氏 

【事務局】西山室長、河野係長、清山、宮元 

欠 席 者 関西剛康氏、松竹昭彦氏 

内  容 

 

１ 開会 

 

２ 諮問 

【⽊佐貫町⻑】 

三股町交流拠点施設整備事業審議会設置条例第 2 条の規定により、次

のとおり諮問いたします。 

（１）諮問 

三股町交流拠点施設整備事業基本計画の策定について 

（２）諮問理由 

令和 2 年 3 月に策定した「三股町 交流拠点施設整備事業 基本構想」

に基づき策定する「三股町 交流拠点施設整備事業 基本計画」につい

て、専門的かつ多角的な視点からご審議いただきたく、諮問いたしま

す。 

（３）答申希望時期 

本諮問に対する貴審議会のご意見については、令和 3 年 3 月中の答

申を希望します。 

 

３ 会⻑あいさつ 

【渡邊会⻑】 

皆さん、こんにちは。お忙しい中、お集まりいただきましてありが

とうございます。只今、町⻑より諮問を受けました。令和２年度は基



本計画を作っていくことで諮問を受けております。答申時期は来年の

３月までと明記してありますので、それにそって、この審議会を進め

ていきたいと思います。 

昨年は、基本構想を取りまとめるために２月に審議会を開催して以

来、皆様と顔を合わせる機会がございませんでした。３月はコロナが

拡大しつつある時期でありましたので、書面での審議会の決定という

ことでさせていただきました。大変恐縮ではございましたが、そのよ

うな形で諮問に対する答申をさせていただきました。 

コロナが拡大したりして、第２波が来たりと、勢力を増していま

す。その中、事務局が思っていたことができなかっただろうと思って

おります。最近になって、事務局の方でも調査による検討、町内の

様々な声を賜りながら、ここにようやく第１回審議会の、基本計画に

対する基本的な方針をまとめて、皆様に説明し審議をしていただくと

いう風に思います。 

また、審議委員を引き続きお願いするほか、お２人が交代というこ

とで新しく審議員になられています。ご苦労おかけするかと思います

が、スムーズな審議会が行われるようご協力をお願いいたします。 

以上で挨拶といたします。よろしくお願いいたします。 

 

４ 議事録署名者の指名 

【渡邊会⻑】 

本⽇の審議会の議事録署名者に杉本委員と⿊⽊委員を指名したいと

思います。よろしくお願いします。 

 

５ 会議成立の報告 

【事務局】 

条例の第 7 条第 2 項において「審議会は、委員の過半数の出席がな

ければ、会議を開くことができない。」と規定されています。本日は

２名の委員が欠席ですが、過半数の出席がありますので、会議が成立



していることをご報告します。 

 

６ 協議事項 

 

①今年度の検討状況について 

 

【廣瀬委員】 

よかもんやの移転は、少し難しいと考えているということでした

が、私達も九州管内をいろいろ見る中で、道の駅を視察すると、どこ

も繁盛している。道の駅のような機能を追加すると、集客が見込める

のではないだろうか。 

特色あるテナント事業者にも入っていただきながら、集客は三股の

特産品的なものを集めて、よかもんやのようなかたちでやると、非常

に集客も見込めるのではないかと思う。事業者が行うことで、拡大し

てやれると、もっと集客が見込める。 

生活費必需品を扱う店が必要だというはなしもありますが、三股の

特徴があるものが集まるお店ができれば、よそから人が来て、という

かたちができるのではないかと思う。このようなことも含めて、よか

もんや移転の考え方をどう受け止めていけばいいのか、気にはなる。 

 

【渡邊会⻑】 

今の発言に関連して。 

国の補助事業で整備していったということでしたが、今言われたよ

うに、よかもんやも手狭になってきている。よかもんやは第１期の都

市再生整備事業で整備していった経緯があるとのことでしたが、それ

を新たな考え方で、位置づけとしては変わらないが、新たな場所に移

転して、役割を発揮していくと言う考え方では、補助事業は通らない

のではないか。そうすると移転ということも考えやすくなるのではな

いかと思う。 



よかもんやは近くのスーパとはちょっと違う。品物が、そこにしか

ないものをおいていたりする。出すものも、地元の人が出している

し、同じ野菜でも、見た目も親近感が違う。そのようなことを考える

と、移転の方向もあるのかな、と考えている。 

商工会がどのように考えているかわからないが、移転すればスペー

スが余ってくるとか、大変だと思う。 

 

【森委員】 

道の駅は、すごく繁盛しているところは、やはり特徴性がある。何

もかもというよりは、これ、というものが大事。 

よかもんやの話が出ていますが、置いてあるものは三股のものばか

りではない。職員教育もあると思う。同じものを出すにも、三股のも

のには、ひとくち声を添えて販売するとか。同じ生産者に悪いが、そ

ういうことも大事だと思う。 

いま、えびのの道の駅がすごく人気がある。特徴を出さなければい

けない。良いものがあれば、遠方でも人は来る。 

圏域で考えれば、三股はどこからでも来やすい、真ん中に位置して

いる。店を移転するというはなしをする前に、店自体を魅力のあるも

のにすることが大事だと思う。 

移転しても良いが、これから１〜２年の間に、まだ特徴を出すこと

ができれば、十分に交流拠点からよかもんやのほうに人の流れが作れ

るのではないかと思う。 

この前の役場での事前説明でも話したが、交流拠点を含めた周辺の

回遊性を考えないと、あそこだけポツンとつくってもダメだと思う。 

三股町内を考えた時に、五本松と駅は近い。五本松団地跡地だけで

物事を考えないほうがよいと思いました。 

 

【渡邊会⻑】 

稼ぐ施設と言うことで、拠点に整備したものが、よかもんやにうま



くつながるようにできれば、それが一番いい。よかもんやを移転すれ

ば、おおきく発展するかもしれない、ということもあるので、そのあ

たりを踏まえて、いろんな意見を聞きながら検討していく必要がある

のかな、と思います。 

 

【森委員】 

私は、郷土料理の本を出させていただいた。特徴のあるもの、とい

うと、テレビの料理番組やスマホなどで出てきて、作り方がすぐに見

ることができる。三股の中に、郷土料理を伝承できる人は、高齢化が

進んでいて、伝えてくれる人はいなくなる。私たちより年配の人に聞

きたくても、聞けなくなる。 

同じ“ゆべし”をつくるにしても違う。おんなじものができるわけで

はない。私達が生きているうちに特徴あるものを出すことができれ

ば、すごくいいと思う。 

本を売りに回っていないが、２０００冊売れている。一人一人の農

村女性、今まで培ってくれた私たちの先輩のものを、あの本に載せて

いる。 

やるなら、時期は今しかない。新しいものを多くの企業が手をつけ

ようとしているので、それに太刀打ちするには、相当なエネルギーが

必要だと思う。 

 

【杉本委員】 

根本から覆すような話になってしまうかもしれないが、今ご説明し

ていただいた内容を聞いての意見として、こういう機能を入れて、こ

ういう拠点を整備する、というのは、ある意味、一昔前の考え方かな

というような印象を受けます。 

森委員の話にもあったが、時代の流れとしては６次産業の時代は過

ぎていて、１２次産業に移っている。６次産業に加えて、医療・福

祉、雇用創出なり、他分野との連携をやりながら、仲間を増やしてい



く、交流人口よりも関係人口を増やしていく時代になってきていると

思う。 

森さんは７５歳とおっしゃったが、現在私は、もっとご高齢の方と

コロナの関係で業態変更に関して、一緒にやっている。 

ある店舗に助成金がおりていて、田舎暮らし、伝統料理の作り方な

どを、ユーチューブでオンラインで流し、オンライン講座にして収益

をあげよう、という取り組みを行っている。今の時代がそうなってき

ている。繰り返し見るのでユーチューブなどは再生回数が延びて収益

が上がっていく。 

バーチャルオフィスというのも、この会議室ぐらいの大きさに１０

店舗、２０店舗入れようというもので、家賃というか、登録料みたい

なもので、１社で１０万円とか家賃をはらうのは厳しいので、３千円

とか５千円で、そこの面積の収益を賄う。というような考え方も含め

て、だいぶコロナとかで言われてきていたようなことが、どんどん出

てきていると思う。 

ソフト支援をかなり綿密に検討すれば、拠点という施設は、そんな

に大きくなくても、拠点となる「場」があれば、なんとかなるような

時代になってきている。 

よかもんやの活用にしても、交流拠点との連携も可能になってく

る。ユーチューブだの、動画作成だの、そういうプロモーションとい

うのは、若者の雇用創出にもつながるので、そのあたりは６次産業化

と言わず１２次産業、新潟が有名ではあるが、そういうものを取り入

れてやっていかないと。特徴が必要、というはなしが出たが、新しい

ことを取り入れてやっていかないと、特徴というよりも、ワクワク感

みたいなものがないと、人が寄ってこない。 

そこをどう出すか、ということをしっかり検討されたほうがいいと

思っています。 

 

【細山田委員】 



わたしはよかもんやのファンです。よかもんやは、あそこにあるか

ら魅力がある、というイメージも、ちょっとあると思う。 

新しい拠点の方で、三股の特産物とか野菜の販売をして、それが、

要するに収益になる。そして、いまのよかもんやのところは、私が思

うには、もし商品を（交流拠点に）持って行くのであれば、加工した

り、体験ができたり、プラス食べる場所。今はそういうところは、み

なさん探してでも行きます。隠れ家みたいなところを。だから、どん

なに小さいところでも駐車場が満杯。 

そこで、教室みたいに一緒に作って、三股町のいろんな特産品を使

った料理教室のような体験ができる、プラス食べれる場がある。体験

はしなくても食べれる場があると、すごく魅力が出てくる。 

交流拠点というのは、やはり「拠点」であって、三股というのは

「地域」ですよね。拠点から回れるような感じにして、三股町にはい

ろんなお店があると思います。ほとんどがマイカーなので、地図を見

て行けますよ、とか、毎日三股ツアーみたいなものがあれば、いまみ

なさんスマホを持っていらっしゃるので、スマホを見ながら行けると

思う。 

交流拠点を拠点として、体験もできたりとか、そうすることで、三

股全部が浮き上がってくると思う。陶芸とか、季節ごとにいろんなも

のがあるので、老若男女、いろんな皆さんがいろんなことを体験でき

るようなものがあると良い。自分でつくれますよ、というようなもの

があると、変わってくると思う。そうやって、三股を持ち上げ、浮上

させて、プラスそれをどんどん情報発信していく。情報を得た人がま

た情報を発信してくれる。 

今、地方に移住してくる人が増えている。情報発信することで、三

股にも移住しようとする人が増えると思う。 

 

【渡邊会⻑】 

いまいろんな意見が出ていますが、インターネットを使って情報発



信をしていくことが必要だと思います。 

意見集約にもありますが、お店の広さはそんなに必要ない、情報発

信ができればやっていけるということもあるようです。 

 

【森委員】 

殿岡改善センターは今後どうするのか。 

もう少し生かせるのではないかと思う。立派な機械が入っている。

私たちが要望して作っていただいたが、やはり利用者との意見交換を

して、どのように生かすか考える必要があると思います。 

生活改善センターを加工場として活用することもできる。自分たち

の生活を改善するために活用する施設だと思うが、それを加工施設に

作り変えることはできるのではないか。 

新しい施設をつくるだけでなく、ある施設をうまく利用することも

必要ではないかと思います。 

 

【杉本委員】 

全体的なこことして、交流拠点に導入する三つの機能ということ

で、各ビジョンが書かれていますが、これはどちらかというと手段で

はないかと思いますが、要はこの三つの機能を統合して、交流拠点を

ベースに、どんな三股町の未来を描くのか、共通のビジョンというも

のが必要ではないかと思います。 

交流拠点ができた後の三股が、どんな姿になっていくのか、という

ものを描くためにも、機能ごとのビジョンをたてるのも良いんです

が、共通するビジョンもしっかり立てる必要があると思います。 

 

【事務局】 

昨年の基本構想で基本となる考え方を盛り込んでいる。「健康と交

流と賑わいの拠点づくり」というテーマを定めて事業に着手してい

る。ターゲットとしては「町⺠の暮らし」としており、事業の目的は



「暮らしの一部分に、交流拠点での時間を取り入れることでみまたの

暮らしに潤いと豊かさを与えること」としている。 

このような考え方を土台として、基本計画では、拠点の完成イメー

ジや将来像というものをしっかりと検討していきたいと考えている。 

 

【原口委員】 

いま事務局の説明を聞いて、私の考えと事務局の説明は同じである

ことが確認できました。 

議論が、外から人を呼ぶ、ということになっていたが、あくまでも

町⺠の⽅々がここに集って、暮らしやすいまちになる、ということが

コンセプトではなかったかと思っていました。 

町⺠の⽅々がここに集まれば、⾃然といろんな情報が発信されて、

もちろん積極的な発信もしなくてはならないが、地元の方が喜んでい

るところに、外からも人が目をつけて集まってくる。 

まずは、町⺠の⽅々が暮らしやすい、ということが、三股町が目指

しているところではないかと思う。 

私は三股町に来るのは役場に来ることぐらいしかないが、五本松の

場所はものすごく目立つ場所ではないかと思う。そういった意味で、

あそこに拠点を造りたい、ということになったのだと思う。 

 

【渡邊会⻑】 

基本構想のなかの、基本となる考え方がもとになりますので、もち

ろんそこからの広がりは必要ですが、基本構想をベースに考えていく

ということで、お願いしたいと思います。 

 

【細山田委員】 

健康の部分が弱い気がしますが。 

健康という部分をどのように考えているのか。 

 



【事務局】 

健康の部分を具体化する上で、屋内プールの検討を行ってきまし

た。当初は、屋内プール整備によって健康増進を図るという考え方を

メインにしていましたが、検討の結果、意見交換の結果等を踏まえ

て、少し時間を掛けて検討していこう、という考え方に変わってき

た。そのことによって、健康のメインと考えていた部分が、今回の計

画の中では盛り込みきれない、ということも、確かにあります。 

カルチャーセンターにいろんな要素を盛り込むことも考えていま

す。また、健康というものを、身体の健康だけではなくて、精神的な

面、心の健康という捉え方もしていきたいと考えています。いろんな

捉え方をしながら、健康の考え方を整理して行きたいと考えていま

す。 

 

②カルチャーセンターをメインとした交流拠点の考え方について 

 

【細山田委員】 

東原の児童館移転について、東原の子どもたちしか使えない、とい

うことになるといけないと思う。みんな行きたいと思う。初めから、

町全体の子どもたち向けの施設として考えていくべきだと思う。 

 

【事務局】 

利用者を限定せずに、子どもたちが使える場所、というかたちで整

備していきたいと考えています。 

 

【⿊⽊委員】 

屋内プールはネガティブな意⾒が多いと思うが、⺠間事業者とはど

のような意見交換をされたのか。 

 

【事務局】 



整備は町で行うが、維持管理については、自主事業で稼いで賄う、

ということでやれますか、というように聞いています。 

その他、町からお願いしたいことは、小学校の水泳の指導で、これ

については委託料を支払う想定です。子供たちの送迎も含めてやって

いただく想定で意見交換しました。意見交換を行ったのは、近隣のス

イミング事業者です。 

 

【渡邊会⻑】 

事前ヒアリングの意見を見ると、考え方としては面白い、という意

見もある。町としては、今後どのように考えていくのか。 

 

【事務局】 

財政係との協議の中で、カルチャーセンターと屋内プールを同時に

整備することは、町の財政状況を踏まえると、難しい、ということは

確認しています。ということで、整備の時期は、ずらさなければなら

ないと考えています。 

また、整備にかかる事業費のほかに、維持管理にかかる費用負担の

こともあります。水泳授業の指導委託を考えていますが、これについ

ては、これまでかかっていない費用ですので、新たに増えるコストと

いうことになります。一方で、かからなくなるコストもあります。例

えば、水道代や薬品代など、各学校でかかっていたプールに掛かる費

用は掛からなくなります。あるいは、各学校のプールの修繕や更新に

かかる費用も、掛からなくなります。 

維持管理について、どの程度町の負担が生じるか、ということにつ

いては、まだ詳細な試算ができていませんが、そのような町の財政に

与える影響をしっかり検討して判断する必要があると考えています。 

そして、⺠間との連携で実現を目指していますので、連携してくれ

る⺠間が現れないと、もちろん実現できないので、相⼿探しもやる必

要があると思います。 



 

【渡邊会⻑】 

屋内プールについては、もう難しいという判断になるのか。 

 

【事務局】 

全国的にも、小学校、中学校のプールを今後どう更新していくか、

という問題が出ています。各学校にプールがあるというこの問題を

「一学校一プール問題」と言うようですが、各学校のプールを更新せ

ずに、市⺠プールを活⽤したり、⺠間のスイミングへの委託を⾏うと

いう検討が行われています。 

そのような流れはありますので、考え方としては良いのではないか

と思っています。 

しかしながら、財政負担の面をどう考えるのか。子どもたちの水泳

ができる環境が良くなる、という面もありますので、行政としてどれ

ぐらいの負担が可能なのかということを、もう少し時間を掛けて検討

したいと考えています。 

 

【杉本委員】 

いま、屋内の機能について話されていますが、専門的に言えば、屋

外をどう使うか、ということが非常に大事になってくる。松竹さんの

意見の欄にも書かれている。最近、建築の世界では、屋内空間だけで

なく、屋外空間をどう使うかというのが大事だ、というのがある。 

先日、都城の道の駅のプロポーザルも審査に出席したが、やはりそ

の時にも、例えば、非日常のマルシェをやるとか、屋内ではなく屋外

をうまく使ってイベント的なものをやっていくときに、屋内と屋外の

つながりというのをどう考えていくのか、ということがかなり話題に

上がっている。ただ、このエリアで言えばみんな車で来るので、敷地

全体の使い方としては、どうしても駐車場を削らなければいけなくな 

 







































































































三股町交流拠点施設整備事業 各種委員一覧

審議会

No. 所属 役職 氏名

1 三股町役場OB 渡邊 知昌

2 三股町⾃治公⺠館連絡協議会 会⻑ ⻄⼭ 繁敏

3 南九州大学 教授 関⻄ 剛康

4 三股町商工会 会⻑ 廣瀬 吉弘

5 女性団体連絡協議会 会⻑ 森 秋生

原口 耕治（R2）

平部 隆典（R3）

7 都城工業高等専門学校 准教授 杉本 弘文

8 宮崎県建築士会 会⻑ 松竹 昭彦

9 ＮＰＯ法人宮崎県ノルディックウォーキング協会 理事 細山田 三保子

⿊⽊ 哲也（R2）

藤野 和雄（R3）

6

10

都城土木事務所 所⻑

宮崎銀行三股支店 ⽀店⻑


